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千
葉
歳
胤
と
児
玉
空
々

山
口
正
義

※
『
あ
ゆ
み
』
は
「
毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
」
の
機
関
誌
で
す
。

一
、
は
じ
め
に

千
葉
歳
胤
（
一
七
一
三
～
八
九
）
は
、
飯
能
市
虎
秀
（
旧
入
間
郡
東
吾
野
村
虎
秀
）
出
身
の
江
戸
中
期
の
天
文
暦
学
者
で
す
。

と
し
た
ね

こ
し
ゅ
う

一
方
、
児
玉
空
々
（
一
七
三
五
～
一
八
一
二
）
は
江
戸
宿
谷
氏
の
五
代
嘉
照
で
、
田
安
家
儒
臣
で
あ
る
と
共
に
琴
学
（
七
弦

く
う
く
う

琴
）
の
最
盛
期
を
招
い
た
琴
士
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
二
人
は
分
野
こ
そ
違
い
ま
す
が
、
旗
本
の
幸
田
親
盈
（
一
六
九
一
～

ち
か
み
つ

一
七
五
八
）
と
い
う
共
通
の
師
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、『
あ
ゆ
み
』

号
（
昭
和

年
）
の
山
口
満
氏
の
「
続
・
宿
谷
氏
の
賦
―
江
戸
宿
谷
氏
人
々
の
事
」

（
１
）

12

61

を
数
年
前
た
ま
た
ま
読
ん
だ
と
き
で
す
。
当
時
、
筆
者
は
歳
胤
に
つ
い
て
調
べ
て
い
て
、『
天
文
大
先
生

千
葉
歳
胤
の
こ
と
』

（
２
）

と
い
う
小
冊
子
を
発
刊
す
る
直
前
の
こ
と
で
し
た
か
ら
驚
き
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
稿
で
は
、
宿
谷
の
地
（
毛
呂
山
町
大
字
宿
谷
）
か
ら
山
一
つ
を
隔
て
た
虎
秀
出
身
の
知
ら
れ
ざ
る
天
文
暦
学
者
・
千
葉
歳

胤
と
、
宿
谷
の
地
に
ゆ
か
り
の
琴
士
児
玉
空
々
、
そ
し
て
二
人
の
師
幸
田
親
盈
の
三
人
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
、
郷
土
の
歴
史

を
知
る
一
端
と
し
た
い
。

二
、
千
葉
歳
胤

歳
胤
に
つ
い
て
は
文
献(

)

か
ら
抜
粋
し
て
概
要
を
述
べ
ま
す
。

2

歳
胤
は
助
之
進
と
称
し
陽

生
と
号
し
ま
し
た
。
江
戸
に
出
て
当
時
著
名
な
和
算
・
天
文

よ
う
じ
ょ
う

暦
学
者
で
あ
っ
た
中
根
元
圭
に
学
び
、
元
圭
亡
き
後
は
そ
の
高
弟
幸
田
親
盈
に
師
事
し
、
天

げ
ん
け
い

文
・
暦
学
・
和
算
等
を
学
び
ま
し
た
。
歳
胤
は
幕
府
天
文
方
渋
川
図
書
光
洪
を
助
け
、
独
自

ず

し

ょ
み
つ
ひ
ろ

の
計
算
方
法
に
よ
っ
て
日
食
・
月
食
に
関
し
て
研
究
を
進
め
、『
蝕
算
活
法
率
』『
皇
倭
通
暦

か
っ
ぽ
う
り
つ

こ

う

わ
つ
う
れ
き

蝕
考

』
な
ど
お
よ
そ
三
十
部
百
有
余
巻
の
書
物
を
残
し
て
天
文
暦
術
界
に
貢
献
し
ま
し
た
。

し
ょ
っ
こ
う

晩
年
は
虎
秀
の
山
里
に
帰
り
、
寛
政
元
年(

一
七
八
九)

三
月
六
日
に
七
十
七
歳
で
没
し
て
い

ま
す
。
そ
の
伝
系
は
、
関
孝
和
―
建
部
賢
弘
―
中
根
元
圭
―
幸
田
親
盈
―
千
葉
歳
胤
と
い
う

た

け

べ
か
た
ひ
ろ

流
れ
で
、
歳
胤
は
和
算
・
暦
学
で
は
当
時
一
流
の
系
統
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
物
で
す

が
、
一
般
的
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
歳
胤
の
本
姓
は
浅
見
氏
で
あ
り
、

千
葉
姓
を
称
し
た
所
以
は
不
明
で
す
。
ま
た
医
を

業

と
し
た
と
も
い
わ
れ
ま
す
が
詳
細
は

ゆ

え

ん

な
り
わ
い

や
は
り
不
明
で
す
。
歳
胤
の
墓
は
虎
秀
に
あ
り
、
昭
和
三
十
八
年
に
飯
能
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
歳
胤
の
師
や
事
績
、
歳
胤
の
性
格
な
ど
に
つ
い
て
『
増
修
日
本
数
学
史
』（
明
治
二
十
九
年
初
版
）
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
ま
す
。

「
初
め
数
学
を
中
根
元
圭
に
受
く
。
元
圭
没
し
て
後
ち
、
そ
の
高
弟
幸
田
親
盈
に
従
っ
て
学
び
た
り
。
大
い
に
数
学
お
よ
び

暦
学
に
通
ず
。
竊
か
に
、
日
官
渋
川
図
書
の
職
務
を
助
け
て
、
大
い
に
補
う
所
あ
り
。
実
に
図
書
の
公
務
は
陽
生
が
内
助
に
依

り
て
、
成
り
た
る
者
な
り
と
云
う
。
蝕
算
活
法
率
の
大
著
述
の
如
き
は
、
最
も
著
名
な
る
者
と
す
。
そ
の
他
、
著
書
多
し
。（
略
）

そ
の
門
に
伝
う
る
者
、
凡
そ
三
十
部
一
百
有
余
巻
、
盛
ん
な
り
と
謂
う
べ
し
。
禀
性
温
順
、
そ
の
利
を
求
め
ず
。
そ
の
功
を
謀

ら
ず
。
悠
悠
自
適
す
。
こ
れ
を
以
て
、
氏
を
知
る
者
至
っ
て
少
し
。
惜
哉
、
本
年
（
寛
政
元
年
）
某
日
卒
す
。」

禀
性
温
順
云
々
と
い
う
の
は
史
実
的
に
は
不
明
で
す
が
、
史
料
的
に
は
佐
藤
解
記
の
『
算
家
景
図
』（
天
保
五
年
：
歳
胤
没

う
ん
ぬ
ん

後

年
）
に
依
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
原
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

45

歳胤の著書（東北大所蔵分）
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『
歳
胤

千
葉
助
之
進
平
号
陽
生

武
州
高
麗
郡
虎
秀
村
ノ
産
也
阻
生
ト
号
初
業
ヲ
幸
田
新
盈

陽

親

ニ
事
フ
性
穎
悟
ニ
而
思
ヲ
暦
数
ニ
精
而
終
幸
田
氏
ニ
請
テ
学
之
悉

ク
其
奥
旨
ヲ
得
タ
リ
后
古
郷
ニ
帰
リ
隠
而
寛
政
元
酉
年
三
月
六
日

死
ス
行
年
七
十
七
才
其
村
ニ
葬
法
名
乾
道
阻
生

居
士

ト
号
其
子

陽

実
際
は
信
士

孫
虎
秀
村
ノ
農
家
タ
リ
』

(

注
）
穎
悟
＝
才
智
が
優
れ
て
い
る
こ
と

次
に
歳
胤
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

元
圭
に
い
つ
頃
ど
の
よ
う
に
し
て
入
門
し
た
か
は
不
明
で
す
が
、
元
圭
が
亡
く
な
っ
た
と
き
歳
胤
は
二
十
一
歳
で
す
か
ら
長

い
間
の
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
親
盈
に
師
事
し
、
師
弟
関
係
は
親
盈
が
亡
く
な
る
宝
暦
八
年
ま

で
続
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
同
年
の
歳
胤
の
最
初
の
著
で
あ
る
『
天
文
大
成
真
遍
三
條
図
解
』
の
中
で
「
藤
原
親

盈
先
生
門
人
平
歳
胤
考
著
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
で
き
ま
す
。

師
以
外
で
は
親
盈
同
門
の
今
井
兼
庭
（
上
里
町
出
身
、『
明
玄
算
法
」
等
を
著
し
て
い
ま
す
）、
天
文
方
の
渋
川
光
洪
、
そ
れ

に
門
人
（
人
名
が
判
明
し
て
い
る
の
は
十
八
名
、
そ
の
中
に
は
本
多
利
明
も
い
ま
す
）
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
兼

庭
に
つ
い
て
歳
胤
は
、
皇
倭
通
暦
蝕
考
の
序
文
で
兼
庭
に
計
算
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
や
、「
兼
庭
は
予
の
同
門
也
、
無
双

の
算
士
也
」
と
述
べ
、
兼
庭
の
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。
ま
た
兼
庭
の
明
玄
算
法
に
は
、
歳
胤
と
門
人
佐
佐
木
秀
俊
の

問
題
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
歳
胤
と
兼
庭
と
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、「
本
多
利
明
先
生
行
状
記
」
に
は
「
今
井
寛
蔵
兼
庭
ヲ
算
学
ノ
師
ト
シ
テ･

･･

天
文
ハ
千
葉
陽
生
歳
胤
武
州
虎
秀
出
ノ

産
、
医
ヲ
以
テ
業
ト
シ
、
江
戸
ニ
住
ス
」
と
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
渋
川
光
洪
と
の
関
係
で
は
蝕
算
活
法
率
に
あ
る
歳
胤
の
自
序
や
遠
藤
利
貞
の
後
序
に
は
「
（
蝕
算
活
法
率
が
）
密
か
に

書
か
さ
れ
、
公
に
も
さ
れ
な
か
っ
た
」
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
う
受
け
取
れ
ば
よ
い
の
か
迷
う
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
、
当
時
渋
川
邸
（
築
地
木
挽
町
）
に
は
山
路
主
住
（
著
名
な
和
算
暦
学
者
。
後
、
天
文
方
）・
之
徽
父
子
等
が
出

ゆ
き
よ
し

入
り
し
て
い
ま
す
が
、
歳
胤
も
こ
の
仲
間
に
入
っ
て
い
ま
す
。
天
明
元
年(

一
七
八
一)

藤
田
権
平
（
定
資
、
著
名
な
和
算
家
、

深
谷
市
出
身
）
の
著
作
に
よ
る
『
日
本
算
者
系
』
に
は
歳
胤
の
こ
と
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
千
葉
陽
生
平
胤
歳

マ

マ

右
者
渋
川
図
書
殿
エ
熟
意
数
年
出
入
致
候
甚
意
味
有
之
巳
及
審
談
候
」

こ
れ
は
歳
胤
が
、
光
洪
・
主
住
・

之
徽
・
定
資
ら
と
渋
川
邸
を
中
心
に

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
も

の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
歳
胤
は
当
時
そ
の
分
野
の
中
央
に
い
た
こ
と
を
示
す
好
史
料
で
す
。

歳
胤
の
業
績
の
一
つ
は
『
蝕
算
活
法
率
』
や
『
皇
倭
通
暦
蝕
考
』
な
ど
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
独
自
の
暦
は
渋
川
春
海
の
貞
享
暦
に
始
ま
り
、
宝
暦
暦
・
寛
政
暦
・
天
保
暦
と
続
き
ま
す
が
、
歳
胤
が
関
与
し
た
の
は

じ
ょ
う
き
ょ
う
れ
き

ほ
う
り
ゃ
く
れ
き

こ
の
う
ち
修
正
宝
暦
暦
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
当
時
の
筆
頭
天
文
方
渋
川
光
洪
は
学
力
不
充
分
で
対
応
が
で
き
ず
、
民
間
の

学
者
千
葉
歳
胤
を
用
い
て
自
ら
の
不
足
を
補
っ
た
と
い
わ
れ
、
そ
の
と
き
歳
胤
が
著
し
た
の
が
蝕
算
活
法
率
一
八
五
巻
（
明
和

三
年
）
で
し
た
。
ま
た
、
皇
倭
通
暦
蝕
考
は
神
武
天
皇
元
年
か
ら
貞
享
元
年
ま
で
の
二
千
三
百
四
十
年
間
に
つ
い
て
日
食
・
月

食
を
推
算
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
同
続
編
で
は
貞
享
二
年
か
ら
天
保
四
年
に
つ
い
て
も
推
算
し
て
い
ま
す
。
筆
者
は
そ
の
精
度

に
つ
い
て
若
干
調
査
し
て
み
ま
し
た
が
宝
暦
暦
よ
り
は
良
い
よ
う
で
す
。
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歳
胤
の
著
書
は
天
文
暦
学
に
関
す

る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
筆
者

が
確
認
し
た
も
の
だ
け
で
も
十
六
種

類
・
総
計
三
千
九
百
頁
を
越
す
史
料

が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
一

覧
に
し
た
も
の
を
表
に
示
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、『
天
文
陰
陽
自
然
問
答
』

は
六
十
九
歳
、『
再
考
積
年
日
法
術
訂

正
』
は
七
十
歳
、『
一
綫
儀
説
』
は
七

十
三
歳
、
そ
し
て
『
神
道
天
文
意
弁
』

は
七
十
五
歳
の
と
き
の
著
作
で
す
。

当
時
の
知
識
人
と
し
て
は
陰
陽
五
行

説
や
そ
れ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
記

紀
に
基
づ
く
神
道
な
ど
は
当
然
詳
し

く
、
そ
の
知
識
を
も
と
に
天
文
陰
陽

自
然
問
答
、
神
道
天
文
意
弁
を
著
し

た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
老
い
て
も
執

筆
意
欲
は
旺
盛
で
し
た
。
な
お
、
礫

川
堂
文
庫
に
は
歳
胤
の
『
草
莽
夜
話
』

そ
う
も
う

や

わ

『
天
文
自
然
歳
胤
録
』
が
あ
っ
た
と

さ
い
い
ん
ろ
く

さ
れ
ま
す
が
、
調
べ
て
頂
い
た
結
果
、

戦
災
の
影
響
か
現
存
し
な
い
よ
う
で

す
。
あ
れ
ば
今
少
し
歳
胤
の
こ
と
が

解
明
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
残
念

な
こ
と
で
し
た
。

歳
胤
の
著
書
な
ど
天
文
暦
学
の
評
価
に
つ
い
て
は
、「
凡
そ
三
十
部
一
百
有
余
巻
、

盛
ん
な
り
と
謂
う
べ
し
」
と
い
う
評
価
は
あ
り
ま
す
が
、
近
世
の
天
文
学
史
の
中
で

積
極
的
に
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
明
治
前
日
本
天
文

学
史
』
の
本
文
に
は
歳
胤
の
名
前
は
出
て
来
ず
、
わ
ず
か
に
年
表
に
五
ヶ
所
ほ
ど
著

書
名
が
出
て
い
る
の
み
で
す
。
そ
れ
は
、「
渋
川
光
洪
を
助
け
、
独
自
の
計
算
方
法
に
よ
っ
て
日
食
・
月
食
に
関

し
て
研
究
を
進
め
た
」
の
は
事
実
で
し
ょ
う
が
、
光
洪
が
関
与
し
た
宝
暦
暦
そ
の
も
の
の
評
価
が
低
い
こ
と
や
、

西
洋
天
文
学
が
勃
興
す
る
時
期
に
そ
の
方
面
の
貢
献
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
に
も
よ
る
の
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は

温
順
と
言
わ
れ
る
性
格
も
影
響
し
た
の
で
し
ょ
う
か
、
歳
胤
が
歴
史
の
表
舞
台
に
踊
り
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
遺
さ
れ
た
著
書
か
ら
推
測
す
る
に
、
歳
胤
が
相
当
な
人
物
・
教
養
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
と
同
時
に
、
歳
胤
は
も
っ
と
研
究
さ
れ

る
べ
き
人
物
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

歳
胤
の
墓
は
虎
秀
に
あ
り
、
高
さ

㎝
、
幅

㎝
程
で
前
面
に
「
寛

50

23

政
元
酉
年

乾
道
陽
生
信
士

三
月
甫
六
日
」
と
あ
り
、
右
側
面
に
は

「
天
文
大
先
生

俗
名

千
葉
陽
生
平
歳
胤

施
主

淺
見
幸
助
」
と
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
左
側
面
に
は
、

歳胤の墓（飯能市虎秀）
2007年6月写

『天文大成真遍三條図
解』にある陽生と歳
胤の印（東北大）

千葉歳胤と児玉空々

表　千葉歳胤の著書と所蔵先(2)

No 史　　料　　名 頁数 東北 天文 東大 国会 学士 伊能 天理 岩田 成立年 年齢

1 天文大成真遍三條図解　 (注1) 34／29 ○ 宝暦8(1758) 46

2 天文残考集 146 ○ 宝暦8(1758) 46

3 大儀天文地里考(＊) 26 ○ 宝暦9(1759) 47

4 改暦加減集(＊) 20 ○ 宝暦12(1762)? 50

5 一葉儀術(＊) 29 ○ ○ 宝暦12(1762) 50

6 蝕算活法率（活法暦）　(注2) 約2000 (注3) 　 ○明治写 　 ○1冊 ○ △ 明和3(1766) 54

7 皇倭通暦蝕考 344 ○ ○ ○ ○3冊 明和5(1768) 56

8 皇倭通暦蝕考続編 22 ○ ○ 明和5(1768) 56

9 歳寿万代暦 556 ○ ○ 明和5(1768) 56

10 天文陰陽自然問答 20 ○ 天明元(1781) 69

11 再考積年日法術訂正(＊)　(注4) 17 ○ ○ 天明2(1782) 70

12 一綫儀説 38 ○ 天明5(1785) 73

13 神道天文意弁 35 ○ 天明7(1787) 75

14 授時補暦経 582 ○ 明和3(1766)?

15 推歩授時補暦月離附録月行率(＊) 21 ○

16 求立・平定三差略術(＊) 14 ○

白山暦応編 　 応編暦？ △

割円八線之表 △

計 3904

東北＝東北大学図書館、天文＝国立天文台、東大＝東京大学図書館、国会＝国会図書館、学士＝日本学士院
伊能＝伊能忠敬記念館、天理＝天理大学図書館、岩田＝上里町岩田家。年齢は数え、(＊)は天文秘録集所収
（注1）これは林集書本だが、天文秘録集にも所収されている。
（注2）伊能本(1冊)は「蝕算活法暦」、天理本は「活法暦」となっている。但し、名取文庫の天文秘書には存在する。
（注3）国書総目録には明示されているが、調べて頂いた結果無しということだった。
（注4）学士院所蔵本は「積年日法訂正」となっている。　　　　　　　　　　　　　　　△は未確認
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昔
来
し
道
を
し
ほ
り
に
行
空
の

何
迷
べ
き
雲
の
う
へ
と
て

と
あ
り
ま
す
。
悔
い
の
な
い
生
涯
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

な
お
、
浅
見
家
に
は
歳
胤
の
遺
物
と
し
て
無
銘
の
刀
と
衣
類
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
現
存
す
る
も
の
は
衣
類
の
み
で
す
。
衣
類
は
橘
紋
の
付
い
た
羽
織
、
月
星
紋
の
付
い

た
羽
織
、
そ
れ
に
橘
紋
と
月
星
紋
の
付
い
た
着
物
の
三
枚
が
残
っ
て
い
ま
す
。
誰
か
ら
か

贈
ら
れ
た
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

三
、
児
玉
空
々

（
別
項
の
「
江
戸
宿
谷
氏
の
改
易
に
つ
い
て
」
の
宿
谷
氏
系
図
参
照
）

空
々
に
つ
い
て
は
既
に
文
献(

)

で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
稿
で

1

は
そ
の
補
足
的
立
場
で
稿
を
進
め
た
い
。

空
々
の
こ
と
は
辞
書
に
よ
れ
ば
、「
江
戸
中
期
の
代
表
的
な
琴
楽
家
。
田
安

（
３
）

徳
川
家
の
儒
臣
。
名
は
慎
、
字
は
黙
甫
、
通
称
喜
太
郎
、
空
々
は
号
。
江
戸

に
住
む
。
琴
楽
は
、
孔
子
の
こ
ろ
よ
り
の
七
弦
琴
の
古
楽
で
、
文
人
の
四
芸

で
あ
る
琴
棋
書
画
の
ひ
と
つ
。
日
本
で
は
奈
良
・
平
安
時
代
に
行
わ
れ
て
一

旦
消
滅
し
、
江
戸
初
期
に
、
徳
川
光
圀
に
招
か
れ
た
明
の
禅
僧
東
皐
心
越
に

と
う
こ
う

よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。
空
々
は
和
算
家
の
幸
田
子
泉
に
琴
を
学
び
、
江
戸
牛

込
の
安
養
寺
で
弟
子
百
人
を
擁
す
る
琴
社
迎
暾
閣
を
興
し
、
日
本
琴
学
の
最

げ
い
と
ん
か
く

盛
期
を
招
い
た
。
空
々
が
集
め
た
多
数
の
和
漢
の
琴
譜
、
琴
書
は
田
安
家
に

保
存
さ
れ･･･

」
と
あ
り
ま
す
。

七
弦
琴
は
文
人
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
も
の
で
、
武
家
・
儒
者
・
画
人
・
詩
人
に
い
た
る
ま
で
お
よ
そ
文
人
と
言
わ
れ
る
人
達

の
教
養
と
し
て
流
行
り
、
浦
上
玉
堂
・
佐
久
間
象
山
・
梁
川
星
巌
な
ど
も
琴
人
で
し
た
。

こ
の
七
弦
琴
の
演
奏
の
模
様
は
文
献(

)

に
、「
琴
士
た
ち
は
相
集
い
、
琴
を
弾
き
琴
を
聴
い
て
楽
し
む
。
一
般
に
琴
会
と
い

4

う
。
多
く
の
聴
衆
が
集
っ
て
聴
く
今
日
の
演
奏
会
と
は
違
う
。
そ
れ
に
琴
楽
は
元
来
身
を
修
め
る
こ
と
を
旨
と
す
る
音
楽
で
あ

り
、
琴
会
は
聖
者
・
文
人
の
集
ま
り
で
あ
る
。
弾
琴
で
き
な
い
文
人
も
聴
き
に
来
る
が
、
文
人
に
価
し
な
い
俗
人
は
入
れ
な
い

雰
囲
気
で
あ
る
」
と
あ
り
、
多
少
な
り
と
も
そ
の
雰
囲
気
が
わ
か
り
ま
す
。

さ
て
、
前
述
の
辞
書
の
解
説
に
は
「
宿
谷
氏
」
の
記
述
は
出
て
来
ま
せ
ん
が
、
文
献(

)

で
は
稗
田
浩
雄
氏
の
資
料
を
引
用

1

し
て
江
戸
宿
谷
氏
の
墓
所
白
泉
寺
の
過
去
帳
と
断
家
譜
な
ど
か
ら
五
代
嘉
照
が
空
々
そ
の
人
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
断
家
譜

に
は
「
嘉
照

喜
太
郎
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
空
々
と
宿
谷
氏
を
結
び
つ
け
、
ま
た
空
々
の
詳
細
が
よ
り
わ
か
る
史
料
を
幾
つ
か
紹
介
し
ま
す
。

一
つ
目
は
国
学
者
蜂
屋
茂
橘
（
一
七
九
五
～
一
八
七
三
）
の
『
椎
の
実
筆
』
で
す
。
こ
の
史
料
を
知
っ
た
の
は
文
献(

)

か

は

ち

や

も

き

つ

4

ら
で
、
筆
者
が
拝
見
し
た
の
は
都
立
中
央
図
書
館
に
特
別
買
上
文
庫
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
で
し
た
。
蜂
屋
茂
橘
は
田

安
家
に
仕
え
た
幕
臣
で
博
識
で
知
ら
れ
た
随
筆
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
同
書
に
は
空
々
に
つ
い
て
「
宿
谷
空
々
翁
勤
書
」（
巻
十

二
の
十
六
）
と
「
宿
谷
空
々
翁
行
状
（
空
々
宿
谷
先
生
行
状
）」（
巻
十
四
の
二
）
の
二
個
所
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

「
宿
谷
空
々
翁
勤
書
」
は
田
安
家
で
の
勤
書
で
、
全
文
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
が
実
に
十
二
回
に
及
ぶ
事
績
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
最
後
の
添
え
書
き
に
は
、「
佐
々
布
子
爽
蔵

空
空
翁
真
蹟
の
書
付
に
就
て
写
」
と
あ
り
、
空
々
自
筆
の
書
付
を
写
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

牛込の安養寺。近くには太田南畝が

居住した地蔵坂や牛込天文台（新暦

調御用所）跡がある。新宿区神楽坂、

2010年9月写

月星紋の付いた羽織（浅見達
男氏の好意で撮らせて頂きまし
た） 2007年6月写

千葉歳胤と児玉空々
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宿
谷
空
々
翁
勤
書

私
儀
寛
延
四
未
年
正
月
十
八
日
新
規
被
召
出
御
切
米
現
米
十
五
石
被
下
、
小
十
人
格
奥
御
用
相
勤
候
様
被
仰
付
候
、

（
一
七
五
一
）

宝
暦
元
未
年
十
一
月
十
三
日
御
扶
持
方
三
人
扶
持
被
成
下
、
同
二
申
年
九
月
二
日
小
十
人
組
被
仰
付
高
現
米
拾
七
石
三
人

（
一
七
五
一
）

扶
持
被
成
下
只
今
迄
之
通
奥
勤
仕
候
、
同
五
亥
年
正
月
十
五
日
大
御
番
被
仰
付
高
現
米
二
拾
五
石
五
人
扶
持
被
成
下
只
今

迄
之
通
奥
勤
仕
候
、
同
十
辰
年
十
一
月
廿
六
日
御
近
習
番
並
被
仰
付
高
百
俵
五
人
扶
持
被
成
下
、
同
十
二
午
年
六
月
廿
一

日
病
身
ニ

付
願
之
通
帰
番
被
仰
付
高
百
俵
被
成
下
、
明
和
七
寅
年
十
月
七
日
御
近
習
番
見
習
被
仰
付
高
百
五
拾
俵
被
成
下
、

（
一
七
七
〇
）

同
八
卯
年
七
月
十
四
日
御
前
詰
被
仰
付
候
、
天
明
五
巳
年
二
月
六
日
御
近
習
番
被
仰
付
高
二
百
俵
被
成
下
、
同
八
申
年
五

（
一
七
八
五
）

月
十
四
日
病
気
ニ

付
願
之
通
御
普
請
入
被
仰
付
御
用
人
支
配
ニ

罷
成
候
高
現
米
二
拾
五
石
五
人
扶
持
被
成
下
、
寛
政
五
丑

（
一
七
九
三
）

年
五
月
十
四
日
御
近
習
番
格
奥
詰
被
仰
付
高
百
俵
十
人
扶
持
被
成
下
、
同
年
八
月
表
講
釈
被
仰
付
候
、
同
九
巳
年
九
月
朔

日
於

御
前
小
十
人
頭
助
被
仰
付
外
金
五
両
被
下
置
候
、
同
年
九
月
只
今
迄
之
通
表
講
釈
被
仰
付
候
、
享
和
元
酉
年
十
月

（
一
八
〇
一
）

晦
日
頭
役
助
被
仰
付
候
、
文
化
三
寅
年
十
二
月
十
五
日
奥
講
釈
被
仰
付
候
、
当
末
年
迄
御
奉
公
五
十
七
年
相
勤
申
候

（
一
八
〇
六
）

二
月
十
四
日

宿
谷
喜
太
郎

佐
々
布
子
爽
蔵

空
空
翁
真
蹟
の
書
付
に
就
て
写

次
の
「
空
々
宿
谷
先
生
行
状
」
は
、
空
々
の
経
歴
書
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
空
々
の
史
論
に
ま
で
及
ぶ
長
文
の
も
の
で
す
。

筆
者
に
は
手
に
負
え
な
い
部
分
も
多
い
の
で
、
経
歴
的
な
個
所
を
抜
き
出
し
て
解
読
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
空

々
の
実
直
さ
・
潔
癖
さ
が
伺
え
る
内
容
で
す
。（
句
読
点
・
添
字
・
振
仮
名
は
筆
者
、
カ
タ
カ
ナ
の
振
仮
名
は
原
文
）

空
々
宿
谷
先
生
行
状

先
生
姓
宿
谷
有
故
て
児
玉
を
称
す
、
老
後
本
姓
に
改
す
、
名
慎
、
字
黙
甫
、
空
々
と
号
す
、
好
浮
屠
て
北
山
移
文
に
取
也
、

＊

ふ

と

俗
喜
太
郎
と
称
す
、
幼
に
し
て
才
名
あ
り
、
学
術
を
以
て
少
年
偈
を
解
て
処
士
よ
り
田
安
府
に
仕
へ
禄
を
給
ふ
、

始

荻

は
じ
め

生
叔
達
に
学
ひ
、
中
頃
中
村
蘭
林
に
随
ひ
、
末
に
新
川
土
肥
元
成
に
従
ふ
、
為
人
寡
欲
奇
節
あ
り
、
声
色
に
於
て
甚
淡
し
、

＊

家
計
少
も
不
用
心
故
に
終
身
貧
困
セ
り
、
学
を
務
る
人
に
過
絶
せ
り
、
所
抄
の
書
数
百
巻
皆
句
読
批
点
一
見
し
て
先
生
の

書
た
る
事
知
る
べ
し
、
琴
を
幸
田
親
盈
に
学
ふ
、
親
盈
ハ
小
野
田
東
川
に
学
ふ
、
東
川
ハ
其
在
杉
浦
氏
と
共
に
投
化
僧
心

越
に
学
ふ
者
也
、
先
生
於
琴
手
法
甚
熟
す
、
然
共
音
公

仄

に
し
て
不
諧
自
ら
不
語
弄
弾
、
終
生
云
我
琴
に
於
而
師
伝
の

＊

ヤ
ウ
ほ
の
か

＊
ろ
う
だ
ん

外
分
毫
の
私
意
な
し
と
、
然
共
或
云
少
し
く
杜
撰
あ
り
と
、
性
甚
潔
を
好
ミ
日
々
蚤
起
書
堂
を
洒
掃
し
、
澌
塵
を
不
留
、

＊
ず
さ
ん

＊
そ
う
き
＊

＊

し

じ

ん

案
上

纔

書
一
巻
、
読
竟
ハ
龕

中
に
収
む
、
云
世
間
の
人
書
案
の
上
累
々
数
十
巻
、
予
四
目
両
口
三
頭
六
臂
に
あ
ら
す
、

＊

わ
ず
か
に

が
ん
ち
ゅ
う

＊

目
の
所
接
ハ
一
巻
の
ミ
、
何
ぞ
多
と
為
ん
と
、
抄
書
日
課
を
立
此
書
何
千
頁
日
課
日
課
幾
頁
某
年
某
月
某
日
卒
業
す
べ
し
、

其
内
少
し
く
課
を
倍
す
、
故
に
期
に
先
だ
つ
事
幾
十
日
に
し
て
訖
る
べ
し
と
悦
ふ
、
無
子
辻
村
氏
を
養
て
子
と
す
、
其
人

お
わ

腹
中
丁
字
な
け
れ
共
督
責
を
不
加
、
唯
其
意
に
任

て
や
む
、
云
人
の
性
強
ゆ
べ
か
ら
す
と
、
浮
屠
氏
を
信
し
僧
と
遇
す

＊

ま
か
せ

し

＊

ふ

と

る
、
厚
し
其
法
を
尊
信
し
常
に
仏
理
を
説
く
、
因
果
報
応
を
論
し
て
高
妙
の
理
曽
て
及
す
、
抄
す
る
所
の
仏
書
皆
福
田
利

か
つ

ふ
く
で
ん

益
の
ミ
、･

･
･

（
史
論
略
）･

･
･

老
に
至
唯
読
書
を
知
る
外
事
一
も
心
に
経
す
、
人
間
百
般
の
遊
戯

毫

も
知
ら
す
毫
も
解

す
こ
し

せ
す
、
一
点
風
塵
の
色
な
し
、
輦
轂
下
事
を
経
世
に
熟
し
俗
事
に
練
習
す
る
人
□
□
に
在
て
ハ

恰

も
僻
境
辺
地
田
舎
滞

れ
ん
こ
く

あ
た
か

の
如
し
、
然
共
人
品
甚
高
温
良
□
□
礼
法
甚
正
し
後
輩
鄙
人
に
対
す
と
雖
毫
も
驕
慢
の
色
な
し
、
故
に
人

欽
仰

す
、
狗

ひ
じ
ん

＊
き
ん
ぎ
ょ
う

犬

を
愛
し
常
に
座
上
に
在
ら
し
め
、
人
怪
て
叱
之
則
苦
笑
し
て
罷
む
、
机
案
の
傍
狗
常
に
蹲
踞
す
、
泥
□
硯
を
涴
せ
と
も
不

や

け
が

問
、
潔
癖
な
連
共
狗
と
臥
起
を
共
に
し
て
不
厭
、
好
て
か
わ
ら
け
を
噛
む
、
常
に
嚢
中
に
貯
て
座
右
に
在
り
、
咀
嚼
其
津
液
を

れ

が

き

い
と
わ
ず

＊

＊
し
ん
え
き

吸
土
屑
を
吐
立
ツ
、
遠
遊
必
携
、
云
人
の
煙
を
好
む
か
如
し
と
、
詩
文
其
所
長
に
あ
ら
す
、
詩
ハ

彫
琢

格
調
に
論
な
し
、

＊

＊
ち
ょ
う
た
く

其
意
を
述
て
や
む
読
書
稗
官
諛
説
と
い
へ
共
句
読
□
発
一
字
苟
も
せ
す
、
和
点
の
誤
句
読
の
失
必
是
正
セ
ざ
れ
ハ
、
不

は
い
か
ん
し
ょ
う
せ
つ

置
一
々
塗
抹
改
竄
一
字
一
語
詳
悉
剖
解
し
精
密
詳
細
、
世
間
其
比
な
し
、
老
て
氣
力
少
も
衰
へ
す
、
読
書
謄
写
少
年
氣
鋭

の
時
の
如
し
、
差
病
て
数
臥
す
、
疾
纔
ニ

間
な
る
時
筆
硯
頃
刻
手
を
去
ら
す
、
卒
時
享
年
七
十
七
下
谷
玉
泉
寺
先
堂
の
傍

わ
ず
か

に
葬
、

奇
帙
秘
巻
人
来
借
時
ハ
少
し
く

吝
惜

の
色
な
し
、
生
面
新
識
の
人
と
い
へ
共
蔵
を
明
て
借
与
す
、
時
立
て
借
失
す
と
雖

＊
り
ん
し
ゃ
く
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悔
恨
の
色
な
し
、（
後
略
）

＊
浮
屠
＝
仏
陀
。
奇
節
＝
優
れ
た
節
操
。
過
絶
＝
越
え
て
優
れ
て
い
る
。
音
公
＝
声
と
姿
か
た
ち
。
弄
弾
＝
楽
器
を
奏
す
こ
と
。
杜
撰
＝
誤

り
の
多
い
。
蚤
起
＝
早
起
。
書
堂
＝
書
斎
。
洒
掃
＝
清
掃
。
案
上
＝
机
上
。
四
目

両
口

三
頭
六
臂
＝
あ
り
え
な
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る(

振

よ
つ
め

り
ょ
う
ぐ
ち
さ
ん
ず

ろ
っ
ぴ

仮
名
は
合
っ
て
い
る
か
自
信
な
し)

。
督
責
＝
た
だ
し
責
め
る
。
欽
仰
＝
尊
び
敬
う
。
か
わ
ら
け
＝
土
器
。
津
液
＝
つ
ば
。
所
長
＝
長
所
。

彫
琢
＝
文
章
を
み
が
く
。
吝
惜
＝
も
の
お
し
み
。

こ
の
文
の
大
ま
か
な
意
訳
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

「
先
生
の
姓
は
宿
谷
、
故
有
っ
て
児

玉
を
称
し
、
老
後
本
姓
に
戻
し
た
。

名
は
慎
、
字
は
黙
甫
、
空
々
と
号
す
、

仏
教
を
好
ん
で
北
山
移
文
か
ら
取
っ

た
も
の
で
あ
る
。
俗
名
は
喜
太
郎
と

称
し
、
幼
少
か
ら
才
名
が
聞
え
、
田

安
府
に
仕
へ
て
禄
を
給
っ
た
。
始
め

荻
生
叔
達
に
学
び
、
中
頃
中
村
蘭
林

に
随
ひ
、
末
に
新
川
土
肥
元
成
に
従

っ
た
。
人
柄
は
寡
欲
で
声
色
は
淡
く
、

家
計
に
心
を
用
い
ず
終
身
貧
困
で
あ

っ
た
。
学
に
優
れ
数
百
の
書
を
写
し
、

句
読
訓
点
に
よ
り
先
生
の
書
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
琴
を
幸
田
親
盈

に
学
び
（
略
）、
琴
の
手
法
に
熟
達
し
て
い
た
が
、
音
階
に
は
疎
く
弄
弾
の
こ
と
は
語
ら
な
か
っ
た
。
性
格
は
甚
だ
清
潔
を
好
み
、

日
々
早
起
し
て
書
斎
を
清
掃
し
、
机
上
に
は
書
一
冊
を
置
く
。
世
人
の
よ
う
に
数
十
巻
を
累
々
と
置
く
こ
と
は
な
い
。
抄
書
す

る
場
合
日
課
を
立
て
て
行
う
。
子
が
な
く
辻
村
氏
よ
り
養
子
を
取
っ
た
が
、
こ
の
子
は
腹
中
に
丁
字
も
な
い
（
読
め
な
い
と
い

う
こ
と
か
）
が
、
せ
め
る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
唯
其
意
に
任
せ
て
い
た
。
仏
教
を
信
じ
福
田
利
益
の
書
を
読
ん
だ
。（
略
）

ふ
く
で
ん

老
い
て
か
ら
も
唯
読
書
ば
か
り
で
、
人
間
百
般
の
遊
戯
は
少
し
も
知
ら
な
い
。（
略
）
礼
儀
正
し
く
少
し
も
驕
慢
さ
が
な
く
故
に

人
か
ら
敬
わ
れ
た
。
犬
を
愛
し
、
常
に
脇
に
置
い
た
。
人
怪
し
ん
で
叱
れ
ば
苦
笑
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
潔
癖
だ
が
犬
と
寝

起
き
を
共
に
し
た
。
好
ん
で
か
わ
ら
け
を
噛
み
、
常
に
袋
に
貯
え
て
脇
に
置
い
た
。
噛
ん
だ
唾
液
を
吸
い
土
屑
は
吐
き
出
し
た
。

遠
出
の
際
は
必
ず
携
え
た
。
こ
れ
は
人
が
煙
草
を
好
む
の
と
同
じ
こ
と
だ
。
詩
文
は
特
に
長
所
は
な
い
が
、
く
だ
ら
な
い
書
で

も
句
読
点
を
一
字
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、･･･

和
訓
の
誤
り
を
是
正
し
た
。
老
い
て
気
力
少
し
も
衰
え
ず
、
少
年
の
気
鋭
の
時
の

如
く
で
あ
っ
た
。
病
に
な
っ
て
も
筆
硯
を
手
放
さ
な
か
っ
た
。
卒
時
七
十
七
歳
で
下
谷
玉
泉
寺
葬
。

稀
書
を
貸
す
と
き
も
物
惜
し
み
せ
ず
、
は
じ
め
て
の
人
で
も
蔵
を
明
け
て
貸
し
た
。
時
が
経
っ
て
失
わ
れ
て
も
悔
恨
の
色
が
な

い
（
略
）」

以
上
の
よ
う
な
内
容
で
す
が
、
少
し
追
記
し
た
い
。

「
故
有
て
児
玉
を
称
す
、
老
後
本
姓
に
改
す
」
と
は
ど
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
文
献(

)

で
は
、「
空
々
が
本
姓
宿
谷
姓
を

1

名
乗
ら
ぬ
理
由
は
二
代
尹
行
の
家
門
改
易
に
寄
る
も
の
で
元
々
児
玉
党
の
一
族
で
あ
る
の
で
世
を
忍
ぶ
た
め
に
用
い
た
姓
で
あ

ろ
う
。
琴
士
と
し
て
名
を
成
し
た
後
に
本
姓
宿
谷
姓
に
復
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
代
尹
行
の
改
易
は
、

ま
さ
ゆ
き

寛
政
譜
や
断
家
譜
な
ど
に
結
論
の
み
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
な
ど
は
不
明
で
謎
め
い
て
い
ま
す
〔
一
章
の
「
江
戸

宿
谷
氏
の
改
易
に
つ
い
て
」
を
参
照
〕。
改
易
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
の
こ
と
で
あ
り
、
長
男
富
房
、
三
男
高
久
、
富
房

の
長
男
俊
照
も
同
時
に
改
易
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
二
～
四
代
が
改
易
と
い
う
厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
四
年
後
の
享

右：宿谷空々翁勤書〔部分〕左：空々宿谷先生行

状〔部分〕（椎の実筆より）
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保
七
年
に
は
富
房
は
改
易
御
免
と
な
っ
て
い
ま
す
。
空
々
の
誕
生
は
そ
れ
か
ら
十
三
年
後
で
す
が
、
武
門
に
あ
っ
て
は
こ
の
改

易
の
こ
と
が
後
々
ま
で
影
を
落
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

空
々
の
号
は
北
山
移
文
か
ら
取
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
北
山
移
文
は
中
国
南
斉
朝
時
代
に
孔
稚
珪
（
四
四
七
～
五
〇
一
）
が
書

ほ
く
ざ
ん
い

ぶ

ん

こ
う
ち

け

い

い
た
漢
文
で
、
調
べ
て
み
る
と
、「
空
空
を
釋
部
に
談
じ
、
玄
玄
を
道
流
に
覈
ら
か
に
す
」（
空
空
の
境
地
を
仏
教
に
求
め
、
玄

く
う
く
う

げ
ん
げ
ん

あ
き

玄
の
道
を
道
家
に
考
え
る
。
つ
ま
り
、
空
空
は
空
を
以
て
空
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
、
釈
部
は
仏
経
を
謂
ふ
な
り
、
覈
は
考
な

り
、
玄
玄
は
玄
の
又
玄
を
謂
ふ
な
り
、
道
流
は
老
子
を
謂
ふ
な
り
＝
と
あ
り
ま
す
が
筆
者
に
と
っ
て
は
難
解
で
す
）
と
の
一
節

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
６
）

荻
生
叔
達
（
一
六
七
〇
～
一
七
五
四
）
は
幕
儒
で
徂
徠
の
弟
。
空
々
が
仮
に
十
八
歳
の
時
師
事
し
た
と
し
て
も
二
年
後
に
は

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

中
村
蘭
林
（
一
六
九
七
～
一
七
六
一
）
は
医
官
に
し
て
儒
官
。
柴
野
栗
山
は
宝
暦
三
年
に
昌
平
校
に
入
り
蘭
林
に
習
っ
た
と

り
つ
ざ
ん

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
空
々
も
二
十
歳
の
頃
昌
平
校
で
学
ん
で
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

新
川
土
肥
元
成
は
土
肥
霞
洲
（
一
六
九
三
～
一
七
五
七
）
の
こ
と
で
幕
府
儒
官
、
田
安
家
に
も
仕
え
用
人
・
番
頭
を
歴
任
し

か
し
ゅ
う

ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
年
に
は
空
々
は
二
十
三
歳
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
そ
れ
以
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
空
々
が
こ
れ
ら
三

名
に
師
事
し
た
の
は
い
ず
れ
に
し
て
も
二
十
歳
前
後
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
谷
玉
泉
寺
先
堂
の
傍
に
葬
る
と
あ
り
ま
す
が
、
先
述
の
よ
う
に
文
献(

)

に
は
白
泉
寺
と
あ
り
ま
す
。
確
か
に
「
江
都
諸

1

名
家
墓
所
一
覧
」
に
は
下
図
の
よ
う
に
白
泉
寺
と

（
１
１
）

あ
り
ま
す
の
で
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
す
。
な
お

白
泉
寺
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
古
い
お
墓
は
処
分
し
た
と
か
で
確
認
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
つ
目
の
史
料
は
、
賞
鑑
家
の
浅
野
梅
堂
（
一
八
一
六
～
一
八
八
〇
）
の
「
寒
檠
璅
綴
」
に
あ
る
空
々
に
つ
い
て
の
次
の
記

か
ん
け
い

さ

て
つ

述
で
す
。

（
７
）宿

谷
空
々
翁
ハ
畸
人
ニ
テ
、
常
ニ
ハ
帯
モ
シ
メ
ズ
牘
鼻
褌
モ
セ
ズ
、
人
ト
対
ス
ル
時
モ
床
ノ
間
ノ
上
ニ
狗
ノ
寝
テ
イ
タ
ル

コ
ト
ナ
ド
ア
リ
。
机
間
座
右
ニ
ハ
土
器
ヲ
幾
枚
モ
積
カ
サ
ネ
テ
、
夫
ヲ
ボ
チ
ボ
チ
ト
齧
テ
書
ヲ
ヨ
ミ
居
タ
リ
。
伊
川
、
東

か
ん

海
ハ
ソ
ノ
門
人
ニ
テ
、
琹
ヲ
モ
学
ビ
ツ
。
前
ニ
香
案
ヲ
置
、
舟
ニ

鶴
氅

ヲ
着
テ
、
夜
闌
月
明
ナ
ル
ト
キ
弾
ジ
ス
マ
シ
ヌ
。

き
ん

か
く
し
ょ
う

又
書
ヲ
モ
能
セ
リ
。

但
し
、
梅
堂
が
生
れ
た
と
き
空
々
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
記
述
は
一
つ
目
の
史
料
な
ど
を
参
考
に
し
た
だ

け
の
も
の
で
し
ょ
う
。

三
つ
目
の
史
料
は
、
大
田
南
畝
（
蜀
山
人
）（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
の
漢
詩
で
す
。
狂
歌
で
一
世
を
風
靡
し
た
南
畝
は
安

養
寺
近
く
の
地
蔵
坂
に
居
住
し
、
同
じ
く
牛
込
に
住
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
空
々
と
交
遊
が
あ
り
ま
し
た
。
南
畝
は
空
々
に
関

す
る
漢
詩
を
寛
政
五
年
か
ら
空
々
の
亡
く
な
る
文
化
九
年
ま
で
の
約
二
十
年
間
に
九
首
程
遺
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
空
々
五
十

（
８
）

九
歳
以
降
の
こ
と
で
す
。
そ
の
内
三
詩
を
次
に
挙
げ
て
み
ま
す
が
、
南
畝
と
空
々
の
関
係
は
も
っ
と
調
べ
て
み
る
価
値
が
あ
り

そ
う
で
す
。

・
聞
空
々
子
弾
琴

空
々
子
の
琴
を
弾
ず
る
を
聞
く

享
和
二
年
（
還
郷
集
）

高
士
横
琴
坐
草
萊

高
士
琴
を
横
た
へ
て
草
萊
に
坐
す

か
う
し

さ
う
ら
い

任
他
月
色
望
難
開

任
他

れ
月
色
の
望
み
開
け
難
き
を

さ
も
あ
ら
ば
あ

ひ
ら

心
閑
手
敏
七
絃
上

心
閑
か
に
手
は
敏
し
七
絃
の
上

し
づ

と

一
曲
秋
風
帰
去
来

一
曲
の
秋
風
帰

去

来

か
へ
ん
な
ん
い
ざ

・
賀
空
々
先
生
宿
谷
慎
増
禄

空
々
先
生
宿
谷
慎
の
禄
を
増
す
を
賀
す

文
化
九
年
（
杏
園
詩
集
）

鶴
髪
宗
藩
一
老
臣

鶴
髪
宗
藩
の
一
老
臣

か
く
は
つ
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新
加
廩
粟
待
常
珍

新
た
に
廩
粟
を
加
へ
て
常

珍
を
待
つ

り
ん
ぞ
く

じ
や
う
ち
ん

琴
中
乍
瀉
西
江
水

琴
中
乍
ち
瀉
ぐ
西
江
の
水

た
ち
ま

そ
そ

恩
沢
洋
々
起
涸
鱗

恩
沢
洋
々
と
し
て
涸
鱗
を
起
す

こ
り
ん

・
哭
空
々
先
生

姓
宿
谷
諱
慎
字
子
玉
以
七
月
廿
一
日
逝

空
々
先
生
を
哭
す

姓
は
宿
谷
、
諱
は
慎
、
字
は
子
玉
。
七
月
廿
一
日
を
以
て
逝
く

こ
く

文
化
九
年
（
杏
園
詩
集
）

心
在
江
湖
未
払
衣

心
は
江
湖
に
在
つ
て
未
だ
衣
を
払
は
ず

飄
然
逸
気
託
音
徽

飄
然
た
る
逸
気
音
徽
に
託
す

へ
う
ぜ
ん

お
ん
き

自
今
一
曲
広
陵
散

今
よ
り
一
曲
の
広

陵

散

く
わ
う
り
ょ
う
さ
ん

万
古
干
秋
知
者
稀

万
古
干
秋
知
る
者
稀
な
り

ま
れ

最
初
の
詩
は
隅
田
川
で
の
船
遊
び
で
あ
っ
た
ら
し
い
で
す
。
二
つ
目
の
詩
の
「
禄
を
増
す
」
は
空
々
が
没
す
る
年
の
こ
と
で
、

（
４
）

無
論
先
の
空
々
翁
勤
書
の
対
象
外
で
あ
り
詳
細
は
不
明
で
す
。
最
後
の
詩
の
「
七
月
廿
一
日
を
以
て
逝
く
」
は
、
文
献(

)

に

1

出
て
来
る
日
と
一
致
し
て
い
ま
す
。

四
つ
目
の
史
料
に
は
「
宿
谷
」
は
出
て
来
ま
せ
ん
が
、
寛
政
三
年
（
ま
た
は
五
年
）
十
月
十
五
日
、
白
河
候
の
築
地
の
下
屋

（
９
）

敷
で
催
さ
れ
た
琴
碁
書
画
の
会
の
模
様
で
、
こ
れ
は
あ
る
人
が
郷
里
に
報
じ
た
書
簡
の
内
容
で
す
。
柴
野
栗
山
・
谷
文
晁
ら
の

著
名
な
文
化
人
が
出
席
し
て
い
ま
す
。
空
々
五
十
代
後
半
の
と
き
の
こ
と
で
す
が
、
会
の
模
様
が
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
て
貴

重
で
す
。（

）
内
は
筆
者
追
加
。

「
一
野
生
事
も
當
十
五
日
白
川
様
御
下
屋
敷
御
庭
拝
見
被
仰
付
、
琴
碁
書
畫
之
雅
會
有
之
、
蒙
御
懇
命
左
之
面
々
出
席
ニ
候

田
安
様
御
内

琴

兒
玉
喜
太
郎
（
児
玉
空
々
）

白
川
様
家
来

濱
川
又
八

眞
田
様
御
内

碁

永
井
虎
之
助

水
谷
卓
順

御
儒
者

書

柴
野
彦
助

（
柴
野
栗
山
）

尾
藤
良
助

（
尾
藤
二
洲
）

隠

士沼
尻
修
平

（
沼
尻
龍
涯
）

門
人
白
川
御
家
来

長
尾
諫
見

畫

谷
文
五
郎

（
谷
文
晁
）

谷
末
之
允

（
谷
元
旦
）

竹
澤
養
渓

（
狩
野
派
画
家
）

右
之
面
々
秋
風
亭
に
て
書
畫
有
之
、

白
川
御
家
来

詩
歌

小
澤
長
伯

不
破
右
門

吉
村
又
一

（
松
平
家
家
老
）

君
公

千葉歳胤と児玉空々
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右
春
風
館
に
て
御
會
、
薄
暮
方
よ
り
秋
風
亭
之
面
々
不
残
春
風
館
へ
集
合
、
御
泉
水
に
て
船
を
泛
べ
、
管
絃
有
之
、
館
上

に
て
篳
篥
を
和
韻
す
。
此
時
眞
に
人
間
を
去
り
候
こ
ゝ
ろ
な
り
。
御
庭
中
亭
の
数
七
ッ
ほ
ど
、
碁
は
別
亭
に
て
相
會
候
故
、

小
子
等
は
不
知
、
朝
四
時
よ
り
夜
四
時
ま
で
歓
楽
を
極
申
候
（
後
略
）」

そ
の
他
の
史
料
と
し
て
は
田
藩
文
庫
に
空
々
蔵
の
琴
書
が
あ
り
、
現
在
は
国
文
学
研
究
史
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
文

献(
)

に
よ
れ
ば
田
藩
文
庫
に
は
三
十
五
種
類
の
琴
書
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
「
幽
蘭
譜
」
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
琴
書
独

（
１
０
）

4

特
の
減
字
譜
と
難
し
い
漢
文
の
た
め
門
外
漢
の
筆
者
に
は
残
念
な

が
ら
解
読
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
で
は
参
考
に
「
幽
蘭
譜
」

に
あ
る
直
筆
と
思
わ
れ
る
「
此
ぬ
し
児
玉
喜
太
郎
」
の
文
字
と
空

々
居
士
の
印
を
転
写
し
て
お
く
に
止
め
ま
す
。

ま
た
、
空
々
の
著
作
に
は
、
漢
籍
の
「
五
雑
組
」（
明
代
の
自
然
・
社
会
現
象
に
つ
い
て
記
述
）
に
倣
っ
た
『
五
雑
組
翼
』（
無

ご

ざ

っ

そ
よ
く

窮
会
神
習
文
庫
）
四
冊
が
あ
り
ま
す
、
未
完
に
終
わ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
筆
者
は
未
見
で
す
が
、
空
々
を
知
る
上
で
は
今
後

の
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
江
戸
宿
谷
氏
の
系
譜
は
、
太
郎
左
衛
門
道
重
三
男
尹
宅
（
宿
谷
地
蔵
尊
建
立
の
重
本
の
弟
）
が
初
代
で
、
二
代
尹
行
、

三
代
富
房
、
四
代
俊
照
と
続
き
、
五
代
嘉
照
が
空
々
で
す
。
空
々
の
戒
名
は
「
寛
隆
院
義
山
空
々
居
士
」
で
す
。

四
、
幸
田
親
盈

幸
田
親
盈
は
武
州
埼
玉
郡
八
條
領
中
馬
場
村
（
現
八
潮
市
）
の
領
主
で
、
百
五
十
石
の
旗
本
で
し
た
。『
寛
政
譜
』
に
は
要
約

次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

親
盈

友
之
助

實
は
酒
井
雅
樂
頭
家
臣
中
山
十
左
衛
門
親
繁
が
男
。
正
信
が
養
子
と
な
る
。
正
徳
二
年
六
月
十
五
日
家

を
繼
、
三
年
六
月
十
八
日
小
十
人
と
な
る
。
采
地
武
蔵
國
埼
玉
郡
の
う
ち
百
五
十
石

元
文
二
年
六
月
十
一
日
組
頭
に
す

ゝ
み
、
寛
延
二
年
十
月
二
十
七
日
西
城
切
手
御
門
番
の
頭
に
轉
じ
、
寶
暦
二
年
十
二
月
七
日
西
城
御
廣
敷
の
勤
番
を
つ
と

め
し
賞
と
し
て
黄
金
一
枚
を
た
ま
ふ
。
六
年
閏
十
一
月
二
十
七
日
務
を
辭
し
、
八
年
十
二
月
八
日
死
す
。
年
六
十
七
。
采

地
中
馬
場
の
妙
光
寺
に
葬
る
。

酒
井
雅
樂
頭
は
前
橋
藩
主
で
あ
り
、
西
城
切
手
御
門
と
は
大
奥
の
入
口
門
の
こ
と
を
指
す
よ
う
で
す
。

親
盈
は
中
根
元
圭
の
暦
学
を
継
承
し
た
人
で
、『
白
山
暦
解
義
（
授
時
暦
正
解
）』（
元
圭
の
白
山
暦
の
解
義
）、『
推
積
年
日
法

術
』、『
天
文
大
成
』
等
の
著
が
あ
り
ま
す
が
、『
増
修
日
本
数
学
史
』
に
は
、「
中
根
元
圭
が
門
に
在
っ
て
、
粛
々
た
る
者
と
す
。

門
人
頗
る
多
し
。
彦
循
（
元
圭
の
子
）
と
共
に
中
根
流
派
に
幹
た
り
」、「
人
呼
ん
で
中
根
流
の
算
士
と
曰
う
。
そ
の
名
当
時
に

振
う
。
門
弟
に
幕
臣
多
し
。
彦
循
と
共
に
中
根
流
の
骨
髄
た
り
」
と
あ
り
、
算
者
と

し
て
の
評
価
も
高
い
で
す
（
尤
も
天
文
暦
学
者
は
皆
算
者
で
あ
っ
た
）。

歳
胤
は
、『
大
儀
天
文
地
里
考
』『
改
暦
加
減
集
』
な
ど
の
序
や
引
、
あ
る
い
は
本

文
冒
頭
で
「
幸
田
親
盈
先
生
門
人

千
葉
歳
胤
」
な
ど
と
記
述
し
て
い
ま
す
し
、『
天

文
大
成
真
遍
三
條
図
解
』
の
序
の
中
で
は
弧
矢
の
問
題
に
つ
い
て
親
盈
と
の
関
係
を

述
べ
て
い
ま
す
。
ま
た
『
天
文
残
考
集
』
の
序
の
中
で
「
親
盈
先
生
ノ
門
ニ
遊
フ
コ

ト
年
久
シ
ウ
シ
テ
」
と
も
述
べ
て
い
ま
す
が
、
親
盈
側
か
ら
の
歳
胤
の
記
述
は
残
念

な
が
ら
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
文
献(

)

に
は
親
盈
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
（
重
複
は
省
略
）。

4

幸田親盈の墓（中央）
（妙光寺：2007年5月写）
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字
は
子
泉
。
三
人
の
子
親
平
、
親
安
、
親
住
は
み
な
田
安
徳
川
家
（
琴
士
児
玉
空
々
を
出
す
）
に
仕
え
た
。
子
泉
は
中
根

白
山
（
元
圭
）
に
算
学
を
修
め
、
暦
学
に
善
く
、
幕
府
の
暦
術
家
と
な
る
。（
略
）
若
年
よ
り
琴
を
小
野
田
東
川
に
学
ぶ
。

頗
る
伝
を
極
め
た
と
い
う
か
ら
、「
東
皐
琴
譜
」
の
大
多
数
の
曲
を
修
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
厳
密
な
朱
子
学
者
で
あ
っ

た
の
で
、
仏
徒
の
曲
「
釈
談
章
」
を
敢
え
て
弾
ぜ
ず
、「
帰
去
来
辞
」（
陶
淵
明
の
詩
）
も
心
越
の
曲
譜
を
用
い
ず
、
明
の

楊
掄
の
「
太
古
遺
音
」
の
譜
を
使
う
こ
と
を
し
た
。
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
心
越
の
用
い
た
琴
譜
（
一
曲
ず
つ
を
一
冊
に

書
い
た
も
の
）
五
十
余
曲
分
と
琴
書
（
恐
ら
く
中
国
の
琴
書
）
数
部･

･･(

略)
･･･

等
を
所
有
し
て
い
た
。
五
十
曲
と
い
え

ば
、「
東
皐
琴
譜
」
の
全
曲
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う
。「
田
安
徳
川
家
蔵
楽
書
目
録
」
に
見
え
る
四
十
九
曲
を
収
め
た
「
東

皐
琴
譜
」
は
「
幸
田
子
泉
旧
蔵
」
と
朱
筆
の
あ
る
児
玉
空
々
蔵
本
で
あ
る
。

子
泉
は
琴
学
上
の
号
で
あ
り
、
こ
こ
に
あ
る
子
泉
旧
蔵
と
空
々
蔵
本
は
、
先
の
田
藩
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
空
々
蔵
の
琴

書
で
す
。

こ
の
よ
う
に
親
盈
は
算
学
天
文
暦
学
の
他
に
、
音
曲
に
も
相
当
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
が
伺
い
知
れ
ま
す
。
そ
し
て
天
文
暦

学
の
門
人
が
歳
胤
で
あ
り
、
琴
学
上
の
門
人
が
空
々
で
し
た
。

な
お
、
親
盈
が
没
し
た
宝
暦
八
年
の
と
き
空
々
は
二
十
四
歳
で
す
か
ら
、
師
事
し
た
期
間
は
長
い
間
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

五
、
お
わ
り
に

歳
胤
と
空
々
を
直
接
結
び
つ
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
献(

)
に
は
空
々
門
人
の
新
楽
閑
叟
（
一
七
六
四
～
一
八

に
い
ら
か
ん
そ
う

4

二
三
）
に
よ
る
「
閑
叟
雑
話
」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
琴
社
諸
友
記
と
い
う
の
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
琴

社
諸
友
記
の
名
簿
の
中
に
「
津
田
立
意
」
な
る
人
物
の
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
津
田
立
意
は
歳
胤
と
と
も
に
『
一
綫
儀
説
』
を

著
し
た
津
田
立
意
源
東
樹
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
歳
胤
の
門
人
で
あ
る
津
田
立
意
は
天
文
暦
学
と
同
時
に
七
弦
琴

を
習
い
（
空
々
の
門
人
で
あ
っ
た
か
は
不
明
）、
空
々
の
琴
会
に
参
加
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

＊

＊

＊

＊

＊

歳
胤
と
空
々
と
は
こ
の
よ
う
に
分
野
こ
そ

違
い
ま
す
が
、
幸
田
親
盈
と
い
う
優
れ
た
人

物
を
共
通
の
師
と
し
、
共
に
中
央
で
活
躍
し

ま
し
た
。
し
か
も
、
歳
胤
の
故
郷
で
あ
る
飯

能
市
虎
秀
と
、
空
々
の
先
祖
で
あ
る
宿
谷
氏

の
本
貫
地
毛
呂
山
町
大
字
宿
谷
と
は
直
線
距

離
で
わ
ず
か
４
㎞
に
満
た
な
い
山
一
つ
を
隔

て
た
位
置
関
係
に
あ
り
ま
す
。
歳
胤
は
空
々

よ
り
二
十
才
程
年
上
で
す
が
、
歳
胤
が
主
著

で
あ
る
蝕
算
活
法
率
や
皇
倭
通
暦
蝕
考
を
著

し
た
頃
、
空
々
は
牛
込
の
安
養
寺
で
の
琴
会
を
盛
ん
に
し
て
行
く
頃
で
す
。
そ
れ
は
歳
胤
五
十
代
、
空
々
三
十
代
の
頃
で
す
。

安
養
寺
の
す
ぐ
近
く
に
は
牛
込
天
文
台
が
あ
り
、
歳
胤
と
天
文
方
渋
川
光
洪
の
関
係
か
ら
す
る
と
歳
胤
は
こ
の
天
文
台
に
通
っ

た
こ
と
も
推
測
で
き
、
歳
胤
と
空
々
の
活
動
拠
点
は
案
外
近
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
歳
胤
が
音
曲
に
興
味
が
あ
っ
た
と

か
、
空
々
と
会
っ
た
と
か
い
う
よ
う
な
記
録
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
が
、
津
田
立
意
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
立
意
を
介
し
て
知
り

合
う
機
会
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
く
な
り
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
謝
辞
）「
宿
谷
空
々
翁
勤
書
」「
空
々
宿
谷
先
生
行
状
」
の
解
読
に
は
、
羽
村
古
文
書
研
究
会
の
清
水
浩
先
生
に
ご
教
示
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

儒
者

狂
歌

他

篠
山
光
官

鈴
木
布
道

関
孝
和

建
部
賢
弘

中
根
元
圭

小
倉
無
隣

　歳胤と空々の伝系

渋
川
春
海

杉
浦
琴
川

小
野
田
東
川

荒
木
村
英

松
永
良
弼

東
皐
心
越

天
文

天
文
方

新
楽
閑
叟

篠
本
竹
堂

藤
田
貞
資

今
井
兼
庭

千
葉
歳
胤

児
玉
空
々

大
田
南
畝

津
田
立
意

本
多
利
明

琴
学

和
算

天
文
方

渋
川
光
洪

山
路
主
住

幸
田
親
盈

幸
田
子
泉

同一

人物
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第
三
巻
』（
中
央
公
論

昭
和

年
）
谷
文
晁
の
研
究P

～

9

48

301

304

(
)

『
幽
蘭
譜
』（
田
藩
文
庫
、
現
在
は
国
文
学
研
究
史
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
）

10

(
)

「
江
都
諸
名
家
墓
所
一
覧
」
国
立
国
会
図
書
館
、
下
記U

RL

で
見
ら
れ
ま
す
。http://kindai.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/900081

11

（
『
あ
ゆ
み
』
第

号
、
平
成

年

月
）

36
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千葉歳胤と児玉空々

　　　　　千葉歳胤・児玉空々の年表
西暦 和暦 親盈歳胤空々 歳胤関係 空々関係
1691 元禄4 誕生　 幸田親盈誕生
1704 宝永1 14 山路主住誕生
1713 3 23 誕生 (歳胤)誕生
1716 享保1 26 4 吉宗将軍となる
1718 3 28 6 江戸宿谷氏２代尹行３代富房４代俊照改易
1722 7 32 10 宿谷富房改易御免
1723 8 33 11 宿谷氏２代尹行没す(英雄院)
1730 15 40 18   
1731 16 41 19   (歳胤)この頃元圭に入門か
1732 17 42 20   中根元圭下田観測。幸田親盈八線表解術意
1733 18 43 21
1734 19 44 22 幸田親盈推積年日法術。藤田貞資誕生
1735 20 45 23 誕生     (空々)江戸宿谷氏５代嘉照(児玉空々)誕生
1744 延享1 54 32 10   
1746 3 56 34 12 神田佐久間町に天文台 江戸宿谷氏４代俊照(空々父)没す
1748 寛延1 58 36 14
1750 3 60 38 16 渋川光洪天文方となる
1751 宝暦1 61 39 17 (空々)現米15石小十人組3人扶持。
1752 2 62 40 18 幸田親盈黄金１枚給う (空々)現米17石小十人組3人扶持。
1754 4 64 42 20
1755 5 65 43 21 渋川光洪黄金五枚賜う。宝暦暦施行 (空々)大御番現米25石5人扶持。
1756 6 66 44 22 幸田親盈職を辞す
1757 7 67 45 23
1758 8 没68 46 24 (歳胤)天文大成真遍三条図解､天文残考集
1759 9 47 25 (歳胤)大儀天文地里考

1760 10 48 26 (空々)御近習番100俵5人扶持。

1761 11 49 27 江戸宿谷氏３代富房(空々祖父)没す
1762 12 50 28 (歳胤)一葉儀術、改暦加減集 (空々)病身に付帰番高100俵。
1763 13 51 29 9月1日の日食不載の日
1764 明和1 52 30 山路主住天文方
1765 2 53 31 牛込天文台できる
1766 3 54 32 (歳胤)蝕算活法率・授時補暦経
1767 4 55 33
1768 5 56 34 (歳胤)歳寿万代暦・皇倭通暦蝕考
1769 6 57 35
1770 7 58 36 (空々)御近習番に復し150俵。
1771 8 59 37 渋川光洪没す。修正宝暦暦施行 (空々)御前詰
1772 安永1 60 38 山路主住没す
1773 2 61 39
1781 天明1 69 47 (歳胤)天文陰陽自然問答。藤田定資･精要算法
1782 2 70 48 (歳胤)再考積年日法術訂正。天文台浅草に移
1783 3 71 49
1785 5 73 51 (歳胤)一綫儀説（津田立意と共著) (空々)御近習番200俵
1786 6 74 52
1787 7 75 53 (歳胤)神道天文意弁
1788 8 76 54 (空々)御普請御用人支配現米25石5人扶持
1789 寛政1 没77 55 (歳胤)没す
1793 5 59 (空々)御近習番格奥詰100俵10人扶持表講釈
1794 6 60
1797 9 63 (空々)母没す。御前小十人頭、金五両下賜
1798 10 64
1801 享和1 67 (空々)表講釈の頭
1802 2 68 太田南畝空々の漢詩を読む
1804 文化1 70
1806 3 72 (空々)奥講釈
1807 4 73
1812 9 没78   (空々)没す。太田南畝空々の漢詩を読む

（注）年は連続ではなく歯抜けになっています。

安養寺琴会

この頃、篠木竹
堂と琴の研究

昌平校に学ぶ

光洪邸で山路父
子・定資・歳胤会う


